
ブドウ「巨峰」の花振い防止に関する研究（第1報）

巨峰の花振い防止に及ぼす生長抑制剤Bナインの影響
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1　緒　言

　巨峰は果粒が大きく，品質優秀であるが，栽

培品種のなかでは最も花振い性が強く結実がわ
　　　　　　　　　　　　　　4）9）
るいo従来，花振い防止対策としては，　Nの

施肥量を少なめにして徒長を防ぎ種枝の充実を

はかること，せん定はできるだけ弱くすること，

漆た強結果枝は開花直前に摘心を行なつて開

花期に茎葉の養分濃度を高めるなどの手段がと

られていたoしかしながら，なお結実の安定を

うることは難かしく，巨峰の経済栽培は困難で

あると考えられていた0
　　　　　　1）3）
　最近，三好氏らにより生長抑制剤Bナインの

葉面散布が，巨峰の花振い防止に効果があるこ

とが報告され・著者らも1966年よりブドウの

花振い防止試験の一環として，巨峰に生長抑制

剤Bナインを供試したところ，花振い防止効果

が大きく，また，従来巨峰の不適地とされてい

た腐植質火山灰土壌においても顕著な着粒効果

をみとめたのでここに報告する。

Ⅱ　試験方法、

　1966年は佐野分場果樹園の7年生巨峰（42

0A台）2本と9年生巨峰（5BB台）1本を

供試して，Bナイン処理濃度と処理時期を組み

合せて試験を行なつたo処理濃度は0．5％，

0．75％および1，0％（いずれもアグラー展着

剤100ppm加用）の3濃度，処理時期は結果

枝の展葉数6～7枚時（5月11日），8～9

枚時（5月16日）およぴ9～10枚時（5月

21日）の3時期としたo各区とも1樹当り

10本の生育中庸な結果枝を供試したo処理は

ポリ製の小型噴霧機で結果枝の生長点につづく

数葉に散布した0

　1967年は，前年度の結果からさらに低濃度

での処理効果を検討するために，佐野分場の前

年と同一樹3本を供試して，処理濃度を0．05％

0．1％・0・2％およぴ0．5％の4段階として2～

3回の反覆散布試験を行なつたo各区とも側枝

単位にそれぞれの樹に配置して3回反覆したo

散布時期は第1回め5月15日，第2回め5月

23日，第3回め5月27日で，処理方法は前
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年と同様であるQまた，Bナイン処理部位につ

いて検討するため各区結果枝10本3反覆して

結果枝の全葉散布と先端葉（生長点につづく数

葉）散布の効果を比較したo

　さらに，Bナイン処理効果の安定性について

検討するために，従来，巨峰栽培がきわめて困

難でほとんど不可能視されていた火山灰土と例

年結実が不安定な園におけるBナイン処理効果

について試験を行なりたo

　すなわち，前者については火山灰土（宇都宮

市）と沖積土（佐野市）の2ヵ所で，巨峰の成

木2～3樹を供試して，1樹の半分を処理区，

半分を無処理区として行ない，処理濃度は0．5

％，散布時期は宇都宮5月22日　（展葉数5．3

枚），佐野5月17日　（展葉数5．5枚）であつ

たo後者については・例年作柄が安定している

園と不安定な園それぞれ2ヵ所を選び，処理濃

度を0。1％2回散布と0．5％1回散布として，

側枝単位に2～3反覆で比較したo

皿試験結果

1．新しようの伸長抑制効果

　処理濃度と新しょうの伸長抑制効果との関係

を調査した結果は第1図のとおりであるo新、

しょうの伸長を無散布区に対する比数でみると

5月25日　（処理後14日め）は0．5％区94，

Q．75％区92，1．0％区90で各区ともわずかに抑

制効果がみられ，その後6月10日の調査では

0．5％区86，0．75％区70，1．0％区73となり

o．5％区が幾分劣ウたが各区とも顕著な抑制効

果を示したo

　処理時期と新しよう伸長抑制効果との関係は

第2図にみられるように，処理直後の5月25

日の時点では明瞭ではない。　6月10日の調

査では9～10枚区は効果が幾分劣つているが・

　　・無処理にくらべると各区とも抑制効果は顕

著であった○なお抑制効果の内容についてみる

巽
m

　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
£
り

新
措
の
伸
長
抑
制

0

処
理
日

跳

0一一〇〇596　　｝
●＿一D“5〃　開

←覗o〃孫
H無処理

11／5

第1図

mo

　
　
8
0
　
　
　
　
　
6
0

新
梢
の
伸
長
抑
制

　　2シ5　1γ6　2ツ10％
　　調　　査　　日

濃度別新しよう抑制（1966）

コ
き
り

日
日
日

¶
塁
6
1

　
　
も
　

明
明
朋
％

‘
‘
（
理
5

枚
〃
〃
　
α

回
舗
－

図
蓑
蹴

脇
　
）

　
　
　
6

ゆ

％
　
96

2　
　
　
q

　
　
日
捌

％
　
う

ー　
　
　
よ
，

　
　
査
靴

桃
調
嘲

　
　
　
雌

％－
　
　
図

0
　
　
　
2

　
　
　
第

と第1表および第3図に明らかなように，火山

灰土，沖積土とも処理区が結果枝伸長量少なく

節間は短縮され，1結果枝当り節数も少なくな

岱ているoその度合は沖積土より火山灰土で大

きかウた0

2．着粒効果

　1966年は処理時期と濃度を組合せて着粒効

果をみたが，その結果は第4図のとおりであるo

無散布区が1房31．7粒に対して6～7枚区は

52．3粒で無散布比165，8～9枚区は41．2粒
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第1表　B　g処理が結果枝の生育に及ぼす影響（1967）

調　査 結果枝 同　左 節間長 同　左 1結果 同　左
土　壌 区 伸長量 無処理 無処理 枝当り 無処理

枚数 oπ 比 oπ 比 節　数 比

処　理 337 116．0 56 5．5 76 21．2 74
火山灰土

無処理 209 207．0 100 7．2 100 28．7 100

処　理 308 92．2 88 4．6 78 13．6 77
沖積土

無処理 333 104．8 100 5．9 100 17．7 100
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　　　　第3図　　節位別の節間伸長状況（1967）
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で130，9～10枚区は44．3粒で140となり，

Bナインの着粒効果は顕著であつたo濃度別に

みると各処理期とも高濃度ほど着粒効果は大き

い傾向がみられたが濃度間に有意な差がみられ

たのは6～7枚区のみであぢた0

　1967年は低濃度液の反覆散布効果をみたが

その結果は第2表のとおりであるo

各区とも処理効果がみとめられ，これを処理

第2表　Bgの低濃度反覆散布による着粒効果（1967）

一　一　一一
散布 調査 果粒の着生程度別割合　（％） 密吋や

濃　度
回数
　　「
房数 密 やや密 中 やや粗 粗

（ヲ

0．5 1 183 12．6 40．9 45．3 1．2 0 5

0．2 2 320 8．7 47．8 42．5 1．0 0 5

0．1 2 259 9．0 34．4 54．5 2．1 0 4

〃 3 157 14．0 50．3 31．9 3．8 0 6

0．05 2 263 5．7 30．8 55．9 俄6 0 3

〃 3 219 9．6 20．5 62．6 73 0 3

無処理 『 211 1．0 16．7 56．6 25．7 0 1

区間で検討してみると，果粒の着生程度が密と

やや密の房が全体に占める割合はo．5％区が

53．5％，それと同程度の効果を示したのが0．2

％の2回散布区の56．5％と0．1％3回散布区の

64．3％で，やや劣つたのは0。1％2回散布区と

0．05％の2～3回散布区であつたo

（％）

53。5

56．5

43．4

64．3

36．5

30．1

17。7

散布部位をかえて処理した結果は第3表のと

おりで，果粒の着生程度別にみてみると，密と

やや密の計が新しよう全葉散布では53．6％であ

ったカ｝新しよう先端の数葉散布では31．0％と劣

った○

土壌の相違とBナインの着粒効果を現地で調

第3表　Bg散布部位と着粒効果（1967）

散　布　部位 調査房数
果粒の着生程度別割合（％）

密 やや密 中 やや粗 粗

新梢全葉散布

新梢先端葉散布

183

132

12．6

4．5

41．0

26．5

45．3

53．8

1．1

15．2 0
0査した結果は第4表のとおりであるo

　火山灰土，沖積土とも処理効果は明らかであ

づたが，火山灰土において特にその効果は顕著

であったoすなわち，果粒の着生程度が密～甲

の合計値が全体にしめる割合をみると火山灰土

では無処理4．0％，処理71．3％，沖積土では無

処理58。1％，処理976％となづているo

　火山灰土での無散布区はほとんどの房がぱら

房で商品性の高い房はなかっ・たが，Bナイン処

理区では70％以上の房が良房となつたo沖積

土では無処理でも半数以上は良房であつたが処

理することによりほとんどの房が密着房となり
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第4表土壌の相違と．Bgの処理効果（1967）

土　 壌

火山灰土
（宇都宮）

沖積土
（佐野）

区

処理
無処理

処理
無処理

鰍
塑
…
354

414

409

果粒の着生程度別割合（％）

密

0，7

0

39，4

0．2

やや密

14．3

0

35．0

9．0

中　　やや粗

56．3　　　23．3

4．0　　30．3

23．2　　　2、2

48．9　　　29．3

中
計
）

～
　
％

密
の
（

　
　
粗皿 、フひ，

5．4

5．3

71．3

　4．0

0．2

2．5

97．6

58．1

かなりの摘粒を必要としたo

注た，平年の作柄安定度とBナインの処理効

果との関係は第5表のとおりであるo不安定な

1園についてみると，半数は無処理でも良房で

あったが処理することにより，0．5％1回散布

α1％2回散布ともほとんどの房が密着房とな

つたo　K園は無処理区が11．7％と本年も作柄は

不良であつたが，処理区は80％以上のものが

良房となり，処理効果は顕著であづたo安定園

では無処理でも6割強のものが良房でありたが

処理することにより大半が密着房となっ・た0

3．　Bナイン処理時の結果枝の強さと着粒効果

第5表　平年の作柄安定度とB　g処理効果（1967）

平年の作柄 園 名

不　安　定
1（佐野）

K（岩舟）

安　　　定
A（佐野）

T（足利）

無処理

50．0％

11．7

65．2

60．7

o．5％ o．1ヲ

嚢

1回散布 2回散布

％
95．2
％
93．4

84．1 80．5

98．5 94．8

93．7 89．8

　　　　　備考　上の数値は粒着が密～中の合計値（％）であるo

との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強さと着粒効果との関係を調査した結果は第6～

火山灰土と沖積土でBナイン処理時の新しようの　7表のとおりであるo

第6表　Bg処理時の一新しよう当り葉数と着粒効果（1967）

一
葉数

土　壌 3 4 5 6 7 8 9
区

処　理
6αo％ 5甑6％ 6丘3％ 7a3％ 834％ 8＆1％ 10α0％

火山灰土
無処理 0 3．0 3．1 3．5 6．7 14．3 25．0

処　理 89．5 93．4 100．0 99．2 96．5 95．0 一

沖積土
無処理 72．1 75．6 59．6 43．4 45．1 16．7 一

備考　上の数値は粒着が密～中の合計値9◎を示す。

　　　　　　　　　　一98一



第7表　Bg処理時の新しよう伸長量と着粒効果（1967）

土　　壌
＼伸長量碗

区＼ 10未満 11～20 21～30 31～40 41～50 50以上

火山灰土
処　理

無処理

　　％
60．3

1．9

　　％
59．9

2．6

　％
77．3

5．0

　　％
84．0

10．8

　　％
95．8

0

　　　％
100．0

　一

沖　積　土
処　理

無処理

91．7

50．0

95．3

78．8

100．0

56．7

99．0

35．5

93．7

42．3

91．6

22．2

　　備考　第6表の脚注に同じ

火山灰土では葉数の多い新しようほどその効

果は大きいが沖積土では差はみられない・新し

ょうの伸長量についても同様で，火山灰土では

伸長量が大きいほど効果がよくあらわれている

が沖積土では明らかではないoすなわち，火山

灰土では葉数が多く，伸長が旺盛な強い新しょ

うほど処理効果は大きかった0

4．収穫果房についての調査結果

果粒の含核数を調査した結果は第8表のとお

りで，両地とも処理区は無核果が少なく，総平

均含核数はやや多くなうているoしかし戸れを

無核果を除外した含核果粒だけについてみると

火山灰土の場合は処理区1．20，無処理区1．21

で両区間に差はみとめられなかつたo

沖積土では処理区1，75，無処理区1．52て処

理区がわずかに高い値を示しているo

第8表　’B　g処理が果粒の含核数に及ぼす影響（1967）

調査 果粒 1果粒中の含有種子数別割合
9⑤ 平　均

土　壌 区

房数 総数 0 1 2 3
一4 種子数

470 5．5 76．6 16．9 1．1 0 1．13
処　理 10

（444） （81．1） （1τ8） （1．1） （o） （1．20）

火山灰土
292 16．8 67．1 15．1 1．0 0 1．00

無処理 10
（243） （80．7） （18．1） （1．2） （o） （1．21）

901 1．1 40．4 44．1 13．5 0．9 1．72
処　理 10

（891） （40．8） （44．6） （13．7） （o．9） （1．75）

沖積土
506 17．0 46．1 30．8 6．1 0 1．26

無処理 10
（420） （55．5） （371） （ス4） （o） （1．52）

備考　　（　）内は含核果粒だけについての数値を示す

収穫時に果房重，1粒重および糖度調査を行

なりたがその結果は第9表のとおりであるo

果房重，果粒数は各処理区とも無散布に比し

有意な差がみられたoまた房揃いについて調査

した結果は第5図のとおりである○

すなわち，無処理果房は小房が多く，半数の

ものが200g以下であったが処理区は250g以

下の小房は少なく・300gから450gの：LIL級
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第9表収穫時調査（1967）

濃　　度　　散布回数農　　度 散布回数 調査房数
果房重

　（9）

　一房粒数 一粒重

　（9）
糖　　底

α5％

0．2

0．1

　〃

0．05

　〃

無処理

1
2
2
3
2
3
一

40

103

162

82

118

99

93

406．9

419．3

421．2

427．3

413．2

401．2

329．7
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第5図　　B・処理と果房の大きさ分布（1966）

0

のものが多か’ったo一粒重と糖度については処

理の影響はみられなかつたo食味調査の結果も

同様でBナイン処理により品質には差はみられ

なかったo

IV考　察

1．着粒効果

　農試圃場の巨峰について1房当り着粒数を調

査した結果，両年とも無処理では約30粒，B

ナイン処理区では40粒から50粒ついているo

供試樹は樹令7～8年生で樹勢がおちつき，例

年作柄が安定しているため，無処理でも30粒

確保できたが，火山灰土や沖積土でも樹勢が旺

盛な場合は商品性の高い房は少ないo

　実際には1房30粒ついていると収穫時には

3009から3509の房となり商品性はあるが，

無処理の場合果粒が房全体に蓬んべんなくつく
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ことは少なく，房の上下に偏在したり，中央部

に残つて上下が花振いしてし注う房が多いo　B

ナインを処理すると果粒が密着し摘粒を要する

が，果房全体に着粒するためのぞましい位置に

果粒をつけることができ，房形，房重とも調節

できる利点があるo

　Bナインの処理効果を土壌別にみると火山灰

土，沖積土ともよくきいているが特に前者で顕

著であるoさた，処理時の枝の強さを葉数と伸

長量の両面から検討した結果，沖積土では枝の

強弱と処理効果は無関係であつたが火山灰土で

は葉数多く，伸長量の旺盛な強い枝の方が弱小

枝より効果が高い傾向がみられたoもちろん，

沖積土でも樹勢が旺盛な場合は火山灰土と似た

様相を示すものとおもわれるが，本試験での供

試樹は例年作柄がよく，樹勢もおちついていた

ことがBナインの処理効果に影響したものとお
もわれる。三好認漱山灰土噺しよう勢力

の強弱と生育抑制との関係について調査した結

果同様なことをみとめているoすなわち・勢力

の強い枝ほど抑制効果がよくあらわれ・勢力が

弱くなるにしたがい効果がはつきりしなくなる
としている。しかしながら別報趨樹勢が旺盛

にすぎる場合や，処理前に芽かきをしすぎた場

合など新しようの徒長をうながされる場合は効

果が十分でなく，栽培上で着粒体制をととのえ

る必要のあることを強調しているoこのことは

処理時点の新しヌうの強さと樹勢の強弱とは必

ずしも一致しないことを示すものと思うQした

がつて，樹勢が強すぎる場合Bナインを処理す

ると一時的には生育をおさえても，抑制が不充

分で委もなく回復し，栄養生長が旺盛となり，

結実が劣るものと推察されるo

　このようにBナインを開花前新しょうに散布

して着粒効果が高委る原因として考えられるこ

とは，新しようの生育が抑制されるために無駄

な養分の消耗が少なく，茎葉の養分濃度が高注

り着粒効果に結ぴついたものと考えられるo従

来，花振い防止法として開花前に摘心処理がな
　　　　　　　　　7）
されてきた○大井上氏によると開花5日から7

日前に花房の先端5～7枚めで摘心すると，そ

の後2～5日で新しよう内に糖類・でん粉およ

びNともに急激に増加し，結実歩合を高めるこ

と轡告している・しかしながら’瀦か人

中田が巨峰で行なつた結果では着粒効果は明ら

かでなかつたo摘心もBナイン処理も開花前に

新しょう内の養分濃度を高める手段としてなさ

れる点では共通であるが，前者が必ずしも結実

にプラスとならないのは，巨峰では生育抑制か

ら茎葉内の養分蓄積までの過程が円滑にいかな

鴫のと矯される・

　吉野氏は一般作物について生長抑制剤を使用

すると葉身，葉柄や節間などあらゆる部位が楼

化するとのべているが，ブドウでも同様な現象

がみられるoすなわち，Bナインを処理すると

数日して節間はちぢ委り，節数も新しょうの伸

長もおさえられるo

　処理の影響は新しょうの徒長抑制に使用した

場合にはほぼ一ヵ月位でみられなくなり，その

後は正常な生育にもどるが，開花期前処理の場

合は処理することにより結実が良好となり，果

実肥大のため養分が消費されるためBナインの

効果がなくなつた後も枝の生育はおさえられるo

とくにこの傾向は火山灰土で顕著であるo沖積

土では無処理でもかなりの結実をみるため，果

実肥大期に入ると枝ののびはおさえられるが・

火山灰土では無処理の場合良房が殆どうかない

ため，新しょうの生育は果実肥大期に入らても

旺盛であるoこの関係を節間の長さでみてみる

と，火山灰土の無処理区では果実肥大期に入っ

ても10伽から12伽になつているが処理区で

は60形から80那で節間がつ注’っているoまた，
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落葉期に結果枝の伸長量についてみても処理区

は無処理区の56％にとどまつている0

2．処理濃度

　0．5％から1．0％の範囲では濃度が高いほど

効果は高かつたが実用的にはo．5％で着粒効果

は十分みとめられたo注た，0．5％以下でも反

覆散布すれぱ高濃度1回と同様な効果を示したo

すなわち，0．2％の2回散布，0．1％の3回散

布では0．5％1回散布とかわらない効果を示し

たo低濃度でも反覆散布すれぱ効果が高嘘るの

は効果を左右する要因が濃度とともに散布量に

あり・樹体内にどの位Bナインが吸収されたか

にょって効果に差を生じるものとみられるoこ

の点については散布部位試験で先端数葉散布、

よりも新しよう全葉に散布した場合に着粒効果

縞匠とからも翻さ離うQ1回齢の適
濃度については佐久間氏は0．25％でも効果をあ

げうるとしているが，低濃度で効果がよくでる

年あるいはでる樹では無処理でもかなりの着粒

をみる傾向があり，効果の安全を期する上から

はo．5％が無難であろうoもちろん開花前，雨

が少ない地帯や樹勢がおちついており，一部の

強勢な枝のみ処理したい場合はo．5％以下の濃

度でも処理効果はみられよう0

3．処理時期

　6～7枚時，8～9枚時および9～10枚時

の3段階に分けて処理し，新しようの伸長抑制

効果をみたところ，6～7枚区と8～9枚区で

は差がなく，9～10枚区がやや劣りたo委た

着粒効果については6～7枚区がとくにすぐれ

8～9枚区と9～10枚区では差がみられなか

づた0
　　　1）
　三好氏らは処理時期について展葉数が少なす

ぎると茎葉に入る薬剤の絶対量が少ないため効

果が劣り，そのうえ効果の持続期間が短かく，

開花期注で抑制効果が続かないとし，処理適期

　　　　　　　　　　　　　　　　8）
は平均展葉数6枚としているo佐久間氏は本葉

10～12枚になると葉面のクチクラ層の発達に

より附着したBナインの吸収力が低下するとと

もに，処理時期がおくれて開花期注での期間が

短かく，充分開花結実に必要な養分が蓄えられ

ないために花振いがおこるとし，展葉7～8枚

開花20～15日前が処理適期としているoかよ

うに処理時期については巾があるが葉数が多く

なって処理すると薬量を多く必要とし，Bナイ

ンのように薬価が高いものでは実用上問題があ

ろうo新しょうの伸長抑制効果と着粒効果から

みて展葉6～7枚時が処理適期といえよう0

4．栽培管理

　従来，巨峰は樹勢を抑え，できるだけ枝を伸

ぱさないような肥培管理がなされており・施肥

量とくにN量を少なくし，せん定も全体に弱く

し，芽数を多く残しておき，養分を分散消費さ

せ新しょうの生育を抑え，結実を見きわめてか

ら芽かきを行なつて結果枚数を調節する栽培が

行なわれてきたo

　しかしながら，Bナインを処理する場合は樹

勢をやや強めにもつていく必要があるoそうで

ないと処理することにより新しようの初期生育

が抑えられ，そのうえ，良房がつくため新しょ

うの伸長はかなり抑えられ，葉数も少なくなるo

こういう状態では果粒の肥大もわるく，熟期が

おくれ品質をおとすことになるo委た，結果枝

の登熟もよくないので翌年にも悪影響をおよぼ

すことになるo

　したがって施肥，土壌管理，せん定および収

量調節等の栽培管理を適正にし，地上部と地下

部のバランスをくずさない範囲で樹勢の維持を

はかつていくことがのぞ孟しい0

5．効果の安定性

　2力年ともBナインの処理効果については場

内，現地とも明らかであり・安定していたoと
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くに巨峰の不適地とされていた火山灰土で顕著

な効果がみられたことは・今後巨峰栽培に明る

い見通しがついたといえようo

　しかしながら，2力年とも開花期は気象状態

がよく，このこととBナインの効果が安定しで

いたことと関係がないであろうか・委た，樹勢

の強さと処理効果については火山灰土では強い

結果枝がよくきいているが沖積土ではこの関係

は明らかでないoしたがって沖積土でBナイン

を使用する場合どの程度の樹勢を保うたらよい

か，なお開花期に雨が多いと無核果を生じやす

いが，Bナイン処理によつて含核数はそれほど

ふえないので無核果の対策等についても今後検

討する必要があろうo

V要　約

　1．1966，67年の2力年間にわたり，生長

抑制剤．Bナインを使用してブドウ喧崎の新しよ

う伸長抑制と着粒効果などを検討した0

　2．Bナイン処理により新しようは処理後数日

にして生育は抑えられ，節間の短縮が著しかり

たoまた花振い防止効果が高く・：LIL級の良房

が多かつた0

　3．Bナインの適濃度は0．5％で，それより低

濃度でも反覆散布した場合同程度の効果がみら

れたoまた，処理適期は展葉6～7枚時であっ

た0

　4．土壌別に処理効果をみたところ，火山灰土

沖積土ともに効果はみられたが新しょう伸長抑

制効果，着粒効果とも火山灰土が大きかつたo

また，新し，ようの強さ別に検討した結果，沖積

土では明らかでなかっ》たが火山灰土では処理時，

に強い新しようほど効果が高かった0

　5．果実の含核数については処理効果は明らか

でなかづた0

　6．処理果実の品質は無処理のものとかわらな

：がったo
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ブドウ「巨峰」の花振い防止に関する研究（第1報）

巨峰の花振い防止に及ぼす生長抑制剤Bナインの影響

中田隆人・青木秋広・船田貞夫

Studies　on　setting　of　berries　of　Vitis：Lab．Kyohil．

Effe　c　t　s　o　f　t　he　g　r　owth　r　e　ta　r　dan　t　B−995　0n

setting　of　berries　of　Vitis　I」abルKyohぴ

T．Nakada，A．Aok　i　and　S、Funada

1　緒言

　巨峰は果粒が大きく，品質優秀であるが，栽

培品種のなかでは最も花振い性が強く結実がわ

　　　　　　　　　　　　　　4）9）

るいo従来，花振い防止対策としては，　Nの

施肥量を少なめにして徒長を防ぎ種枝の充実を

はかること，せん定はできるだけ弱くすること，

漆た強“結果枝は開花直前に摘心を行なつて開

花期に茎葉の養分濃度を高めるなどの手段がと

られていたoしかしながら，なお結実の安定を

うることは難かしく，巨峰の経済栽培は困難で

あると考えられていた0

　　　　　　1）3）

　最近，三好氏らにより生長抑制剤Bナインの

葉面散布が，巨峰の花振い防止に効果があるこ

とが報告され・著者らも1966年よりブドウの

花振い防止試験の一環として，巨峰に生長抑制

剤Bナインを供試したところ，花振い防止効果

が大きく，また，従来巨峰の不適地とされてい

た腐植質火山灰土壌においても顕著な着粒効果

をみとめたのでここに報告する。

n　試験方法、

　1966年は佐野分場果樹園の7年生巨峰（42

0A台）2本と9年生巨峰（5BB台）1本を

供試して，Bナイン処理濃度と処理時期を組み

合せて試験を行なつたo処理濃度は0．5％，

0．75％および1，0％（いずれもアグラー展着

剤100ppm加用）の3濃度，処理時期は結果

枝の展葉数6〜7枚時（5月11日），8〜9

枚時（5月16日）およぴ9〜10枚時（5月

21日）の3時期としたo各区とも1樹当り

10本の生育中庸な結果枝を供試したo処理は

ポリ製の小型噴霧機で結果枝の生長点につづく

数葉に散布した0

　1967年は，前年度の結果からさらに低濃度

での処理効果を検討するために，佐野分場の前

年と同一樹3本を供試して，処理濃度を0．05％

0．1％・0・2％およぴ0．5％の4段階として2〜

3回の反覆散布試験を行なつたo各区とも側枝

単位にそれぞれの樹に配置して3回反覆したo

散布時期は第1回め5月15日，第2回め5月

23日，第3回め5月27日で，処理方法は前
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